
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

前記コモン側透明電極 に対する走査にて画素ライン数ｓを選択するように成した単純マ
トリックス型の液晶表示装置であって、
　

ことを特徴
とする 液晶表示装置。
【請求項２】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は単純マトリクス方式の液晶表示装置に関するものであり、とくに駆動用ＩＣに対
する入力配線群に関し、この入力配線群を改良して、横縞パターン表示時におけるコント
ラストの変動ならびにクロストークの緩和を改善し、良好な表示を達成した液晶表示装置
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ライン数ｎのコモン側透明電極群が形成された一方基板と、セグメント側透明電極群が形
成された他方基板と、前記一方基板と前記他方基板との間に介在する液晶と、前記コモン
側透明電極群に導通される駆動用ＩＣと、該駆動ＩＣに対して選択電圧ＶＨ，ＶＬおよび
選択電圧ＶＨと選択電圧ＶＬとの中間電圧ＶＭを入力するための入力配線群と、を備え、

群

前記入力配線群における前記中間電圧ＶＭ用のラインの幅は、前記選択電圧ＶＨ用およ
び前記選択電圧ＶＬ用のラインの幅に比べて、（ｎ－ｓ）／ｓ倍に規定される

、

前記駆動用ＩＣは前記他方基板上に実装されることを特徴とする、請求項１に記載の液晶
表示装置。



に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図１は単純マトリクス方式の液晶表示装置を示し、同図Ａは液晶表示装置の平面図、同図
Ｂはその右側面図、同図Ｃは上側面図である。また、図２は図１Ａにおける切断面線ａ－
ａ’による断面図である。
【０００３】
この液晶表示装置によれば、ガラス基板上に駆動用ＩＣ（ドライバ IＣ）をコモン側に１
個、セグメント側に３個実装した、いわゆるＣＯＧ（チップオングラス）方式である。そ
して、この実装にはドライバ IＣに対しフリップチップを用いる。なお、このフリップチ
ップは、その回路面にバンプ（電極）を形成したものであり、バンプは一般的に異方性導
電シートを介して表示パネルの電極にボンディングされる。
【０００４】
そして、この液晶表示装置によれば、シール樹脂７を介したガラス基板貼り合わせ構造で
あって、ガラス基板１とガラス基板２との対向部分により液晶１２が介在された表示部３
を形成する。
【０００５】
ガラス基板２上にはコモン用ドライバ IＣの入力配線６と、コモン用ドライバ IＣの出力で
ある台形上の配線パターン５（配線数：ｎ本）とが形成され、さらにセグメント用ドライ
バ IＣの入力配線９と、このセグメント用ドライバ IＣの出力である台形状の配線パターン
８（配線数：ｍ本）と、この配線パターン８を延在してなるセグメント用透明電極群１０
が形成されている。このセグメント用透明電極群１０上に配向膜１５を被覆している。
【０００６】
他方のガラス基板２の上には配線パターン５が形成され、シール樹脂７に含有された導電
粒子１４と通電された構成であり、そして、ガラス基板１上のコモン透明電極群４と導通
されている。このコモン透明電極群４上に配向膜１７を被覆している。
【０００７】
これら双方のガラス基板１、２を、液晶１２を介してシール樹脂７により貼り合わせるが
、これら基板間距離を所定の範囲にするためにスペーサ１６を、液晶１２の内部に分散さ
せる。
【０００８】
１３はシール樹脂７に設けた液晶の注入口であり、注入後にＵＶ硬化樹脂１１にて封じる
。
【０００９】
さらに２０はドライバ IＣへの電源および各種信号を外部より入力するための配線を施し
た基板またはフィルムである。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記構成の液晶表示装置では、横縞パターンのような駆動電流の変化の大
きい表示パターンでのコントラストの変動およびに縦方向と横方向のクロストークの発生
が問題となる。
【００１１】
この問題を図５により説明する。同図は表示部３における表示状態を示す平面図である。
【００１２】
この図によれば、表示部３は、表示領域ｄと表示領域ｆならびにこれら領域ｄ，ｆにより
挟まれた表示領域ｅとからなる。また、一部を白く抜いた横縞パターンを表示している。
【００１３】
そして、図６にて表示部のセグメント用透明電極ｃ１ラインと、セグメント用透明電極ｃ
２ラインに対する印加電圧の波形、ならびにコモン側の中間電位（以下、このコモン側の
中間電位をＶＭと称す）が保つべき波形を示す。
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【００１４】
コモン用透明電極の印加電圧は順次走査により、１又は複数（複数ライン同時選択方式の
場合）本の選択ラインを除いてＶＭレベルの印加電圧となる。なお、図６では選択時印加
電圧を省いて示している。
【００１５】
しかしながら、電源回路の出力からドライバ IＣの入力端子に至るまでの配線のインピー
ダンスおよびドライバ IＣ内部の抵抗に加え、液晶表示装置の表示部はＩＴＯ電極と液晶
層からなるＲＣの分布定数回路で等価的に表されることより、実際の駆動波形は歪みやな
まりが生じる。
【００１６】
このような状態を図７に示す。
液晶層への印加電圧はセグメント側の印加電圧と、コモン側の印加電圧の差で表される。
とくに横縞パターン表示部ｄのｃ１ラインによれば、切り替わる回数が多くなり、これに
よって、波形なまりの影響により実効電圧が減少していた。
【００１７】
したがって、液晶層への印加電圧が高いほどに透過率が高く、表示が明るくなる設計の表
示装置においては、前記実効電圧の減少により表示領域ｄ、ｆは表示領域ｅと比較して暗
くなる。
【００１８】
これが縦方向のクロストークとして見えると共に、画面全体の表示が通常のパターン（横
縞および類似のパターン以外）表示時と比べると暗くなり、コントラストが低下する。
【００１９】
これに対し、図８に示すような技術が提示されている。
同図に示すように、セグメント側の波形の歪み、なまりｇ、ｈに対して、補償パルスｉを
加える機能を備えたドライバ IＣが実用化されている。このドライバＩＣを用いたときの
セグメント側の駆動波形を図９に示す。
【００２０】
しかしながら、このような技術でも、横縞パターン表示時に生じるコモン側のＶＭの変動
に対する十分なる対策にはなっていなかった。
【００２１】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る液晶表示装置は、

前記コモン側透明電極 に対する走査にて画素ライン数
ｓを選択するように成した単純マトリックス型の液晶表示装置であって、

ことを特徴とする。

【００２２】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の液晶表示装置を説明する。
本発明の装置を、図１と図２に示す前述した単純マトリクス方式の液晶表示装置でもって
説明する。
【００２３】
この液晶表示装置によれば、ガラス基板上に駆動用ＩＣ（ドライバ IＣ）をコモン側に１
個、セグメント側に３個実装した、いわゆるＣＯＧ（チップオングラス）方式である。そ
して、このドライバＩＣの実装形態にはフリップチップを用いる。
【００２４】
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ライン数ｎのコモン側透明電極群が形成された一方基板
と、セグメント側透明電極群が形成された他方基板と、前記一方基板と前記他方基板との
間に介在する液晶と、前記コモン側透明電極群に導通される駆動用ＩＣと、該駆動ＩＣに
対して選択電圧ＶＨ，ＶＬおよび選択電圧ＶＨと選択電圧ＶＬとの中間電圧ＶＭを入力す
るための入力配線群と、を備え、 群

前記入力配線群
における前記中間電圧ＶＭ用のラインの幅は、前記選択電圧ＶＨ用および前記選択電圧Ｖ
Ｌ用のラインの幅に比べて、（ｎ－ｓ）／ｓ倍に規定される 本液晶表
示装置において駆動用ＩＣは他方基板上に実装されるのが好ましい。



そして、この液晶表示装置によれば、シール樹脂７を介したガラス基板貼り合わせ構造で
あって、ガラス基板１とガラス基板２との対向部分により液晶１２が介在された表示部３
を形成する。
【００２５】
ガラス基板２上にはコモン用ドライバ IＣの入力配線６と、コモン用ドライバ IＣの出力で
ある台形上の配線パターン５（配線数：ｎ本）とが形成され、さらにセグメント用ドライ
バ IＣの入力配線９と、このセグメント用ドライバ IＣの出力である台形状の配線パターン
８（配線数：ｍ本）と、この配線パターン８を延在してなるセグメント用透明電極群１０
が形成されている。このセグメント用透明電極群１０上に配向膜１５を被覆している。
【００２６】
他方のガラス基板２の上には配線パターン５が形成され、シール樹脂７に含有された導電
粒子１４と通電された構成であり、そして、ガラス基板１上のコモン透明電極群４と導通
されている。このコモン透明電極群４上に配向膜１７を被覆している。
【００２７】
これら双方のガラス基板１、２を、液晶１２を介してシール樹脂７により貼り合わせるが
、これら基板間距離を所定の範囲にするためにスペーサ１６を、液晶１２の内部に分散さ
せる。１３はシール樹脂７に設けた液晶の注入口であり、注入後にＵＶ硬化樹脂１１にて
封じる。
【００２８】
さらに２０はドライバ IＣへの電源および各種信号を外部より入力するための配線を施し
た基板またはフィルムである。
【００２９】
そして、本発明によれば、駆動用ＩＣに対する入力配線群を、中間電圧ＶＭ用のラインの
幅を選択電圧ＶＨ、ＶＬのラインの幅に比べて、（ｎ－ｓ）／ｓ倍にすべく、配線形成し
たことを特徴とする。
【００３０】
以下、この点を詳述する。
本発明は、前述したような横縞パターン表示時に生じるコモン側のＶＭの変動に対し、Ｖ
Ｍのドライバ IＣへの入力配線の低抵抗化により緩和する技術であって、その最適条件を
見出し、本発明を完成するに至った。
【００３１】
コモン側の選択電圧（以下、ＶＨ、ＶＬと称す）についても、上述した如き同様の波形の
歪みやなまりの状態が、走査するライン毎に異なることがライン毎の実効電圧の差となっ
て、横方向のクロストークになっていた。ここで、図１０に選択電圧を含むコモン側印加
電圧の波形を示す。
【００３２】
これに対し、本発明によれば、ＶＨ、ＶＬのドライバ IＣへの入力配線抵抗を低くするこ
とが有効である。
【００３３】
すなわち、縦方向のクロストークの改善にはＶＭラインの配線抵抗を低くし、横方向のク
ロストークの改善にはコモン側のＶＨ、ＶＬラインの配線抵抗を低くすることが有効であ
る。
【００３４】
配線抵抗を低くするには、配線パターンを成すＩＴＯ層（またはＩＴＯ層とアルミニウム
層の積層）の膜厚を厚くすればよいが、本発明においては、配線パターンの幅を太くする
ように調整している。
【００３５】
要するに、配線パターンの膜厚および配線パターン領域幅に制限があるという条件のもと
、横縞および類似パターン表示時のコントラストの変動およびクロストークを緩和し、表
示性能を最適化することのできる各液晶印加電圧のドライバ IＣへの入力配線の幅を決定
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することにあり、ライン数ｎのコモン側透明電極パターンに対する走査にて画素ライン数
ｓを選択するように成した単純マトリックス型の液晶表示装置において、駆動用ＩＣに対
する入力配線群のうち、ＶＭラインの幅をＶＨ、ＶＬラインの選択電圧ラインの幅に比べ
て、ほぼ（ｎ－ｓ）／ｓ倍に規定したことを特徴とする。ここで、周期Ｔ中で選択ライン
数ｎ本時のコモン側の駆動波形を図１１に示す。
【００３６】
ただし、全体の配線可能領域幅に制約がある場合には、上記比の幅の配線において、ＶＨ
、ＶＬラインの配線パターン幅がパターン形成に必要な最小のパターン幅より小さくなっ
てしまうときは、ＶＨ、ＶＬラインのパターン幅をその最小の幅にし、出来る限りＶＭラ
インのパターン幅を大きくとってもよい。
【００３７】
図３と図４にて実際の配線パターンの状態を示す。図３は従来例であり、図４は本発明で
ある。
【００３８】
従来の液晶表示装置におけるＶＭおよび各選択電圧ラインは、図３に示すごとく、ほぼ均
等な幅で配線しており、これにより、横方向のクロストークに比べ、横縞および類似パタ
ーン表示時のコントラストの変動ならびに縦方向のクロストークが目立つ傾向にある。
【００３９】
これに対し、本発明によれば、図４に示すごとく、同配線可能幅内で配線パターン幅を分
配する際、ＶＭラインの幅をＶＨ、ＶＬの選択電圧ラインの（ｎ－ｓ）／ｓ倍とすること
で、横縞パターンのような駆動電流の変化の大きいパターン表示時のコントラストの変動
と縦方向のクロストークを緩和し、しかも、横方向のクロストークを縦方向並に抑え、こ
れによって全体として表示性能を最適化している。
【００４０】
なお、コモン側のひとつの電極にＶＭレベルを印加している期間は、ＶＨ、ＶＬレベルの
印加期間の（ｎ－ｓ）／ｓ倍である。
【００４１】
叙上のごとく、（ｎ－ｓ）／ｓ倍に規定したが、しかしながら、全体の配線可能領域の幅
に制限があるなか、ＶＨ、ＶＬラインの配線パターン幅を細くし、ＶＭラインの配線パタ
ーン幅を太くすることは、縦方向のクロストークの緩和には有効であるが、横方向のクロ
ストークを悪くする。よって、実際には、両者をバランスさせ、全体の表示状態を最適化
するように、各配線幅を決めるとよい。
【００４２】
本発明者は、ｎ＝２４０、ｓ＝１の液晶表示装置を準備し、図５の表示を行わせたところ
、その各印加電圧波形は図７に示すような結果が得られた。
【００４３】
ＶＬまたはＶＨレベルの印加期間デューティは１／２４０である（ＶＨとＶＬは交流反転
動作により設定周期により交互にいずれかが選択される）。それに対するＶＭレベルの印
加期間は、残りの２３９／２４０である。そこで、配線パターン幅の比をＶＭ：ＶＨ：Ｖ
Ｌ＝２３９：１：１とし、表示の確認を行った。この時のコモン側の駆動波形を図１２に
示す。その結果、同パターン表示時のコントラストの変動とクロストークが緩和され、且
つ横方向のクロストークは縦方向並に抑えられ、表示性能が最適化されるという結果が得
られた。
【００４４】
【発明の効果】
以上のとおり、本発明の液晶表示装置によれば、駆動用ＩＣに対する入力配線群を、中間
電圧ＶＭ用のラインの幅を選択電圧ＶＨ、ＶＬのラインの幅に比べて、（ｎ－ｓ）／ｓ倍
にすべく、配線形成したことで、限られた配線パターン可能領域内で各電源ラインの配線
パターン幅の比をＶＭ：ＶＨ：ＶＬ＝（ｎ－ｓ）：ｓ：ｓとすることで、横縞パターンの
ような駆動電流の変化の大きいパターン表示時のコントラストの変動とクロストークを緩
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和し、表示性能を最適化する液晶表示装置が提供できた。
【図面の簡単な説明】
【図１】液晶表示装置であり、Ａは平面図、Ｂはその右側面図、Ｃは上側面図である。
【図２】図１における切断面線ａ－ａ’による断面図である。
【図３】従来の液晶表示装置における要部拡大図である。
【図４】本発明の液晶表示装置における要部拡大図である。
【図５】一部を白く抜いた横縞パターンを表示する概略図である。
【図６】図５に対応する液晶表示装置の動作の理想波形を示した図である。
【図７】図５に対応する液晶表示装置の動作の実際の波形を示した波形図である。
【図８】セグメント側のドライバ IＣによって補正をかけたときの駆動波形の拡大図であ
る。
【図９】セグメント側のドライバ IＣによって補正をかけたときの駆動波形の波形図であ
る。
【図１０】図５に対応する液晶表示装置の選択電圧を含むコモン側印加電圧の波形を示し
た波形図である。
【図１１】コモン側の透明電極数をｎ本とした時のコモン側の選択電位の期間を示すタイ
ミング図である。
【図１２】コモン側の透明電極数を２４０本とした時のコモン側の選択電位の期間を示す
タイミング図である。
【符号の説明】
１、２・・・ガラス基板
３・・・表示部
４・・・コモン用透明電極群
５、８・・・配線パターン
６・・・コモン側ドライバ IＣ入力配線
７・・・シール樹脂
９・・・セグメント側ドライバ IＣ入力配線
１０・・・セグメント用透明電極群
１１・・・ UV硬化樹脂
１２・・・液晶
１３・・・注入口
１４・・・導電粒子
１５、１７・・・配向膜
１６・・・スペーサ
１８・・・コモン用ドライバ IＣ
１９・・・セグメント用ドライバ IＣ
２０・・・ドライバ IＣへの電源および各種信号を外部より入力するための配線を施した
基板またはフィルム
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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